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  報告者：親睦活動委員会 石井秀明委員長 

会員誕生日 おめでとうございます。 

  〇会員誕生日： 佐々木良一会員、浦澤精乗会員、高橋琢会員 

  〇ご夫人誕生日：厚見和則会員、佐藤広道会員 

 

 

 

 本日のプログラム : 名誉会員卓話：那珂市 先崎 光 市長 

 4 月 1 日例会報告（第 1719 回）  

◆ 今月のお祝い 

会報  No.29（第 1720 回） 2026 年 4 月 8 日（水）12:30～ 

第 2820 地区 瀬戸隆海ガバナー 地区行動指針 

「時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 永久の御命」 

2025-2026  猪股真純会長 年度スローガン 「踏み出そう！ 夢に向かって」 

 Club of Tokai‑Naka 
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  報告者：鶴田 哲男幹事 

                                

２．40 周年記念事業について 

   水戸 RC「創立 75 周年記念例会」について報告がありました。 

   予算については、周年行事積立金約 200 万円に加え、奉仕活動資金(ニコニコボックス)から繰り入れる

予定です。 

３．地区補助金申請について 

   次年度も引き続き実施します。 

現在、若草園でのグラウンド整備を検討中。 

４．4 月～7 月プログラムについて 

6 月 3 日(水)の卓話は、中村・海野会員による「ネパール支援報告につて」に変更となりました。 

 

・那珂市交際交流協会より、機関紙「なかブリッジ」が届いております。 

回覧しておりますので、ご確認をお願いいたします。 

 

                                

  報告者：出席委員会 中野 修生委員長 

 ２０２６年４月１日 例会 

会員数 出席免除者数 対象会員数 出席者 欠席者 出席率 

（％） 

３４ ２ 

内出席  0 名 

３２ 

 

２０ 

(内、WEB 出席 1) 

１２ ６２．５ 

出席免除者（敬称略）：下線は例会 出席 

高橋 昭、 瀬谷利雄 

  

◆ 幹事報告 

◆ 出席報告 

・本日の理事会において、下記の件について審議しました。 

１．これからのネパール支援について 

今年度、中村・海野会員によるネパール支援にあたり、クラ

ブとしても支援金を負担することとしました。ネパールに寄贈し

た文房具の費用 35,000 円を、国際奉仕委員会より支出します。 

次年度以降についても、ネパール支援に対しクラブとして関

与していくため、国際奉仕委員会において予算を計上します。

なお、予算額については、各年度において検討します。 
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  報告者：ニコニコボックス委員会 大牟田弘文委員長 

浅川 清司 小泉県議会議員様、卓話楽しみにしております。 

猪股 真純 小泉県議、本日はようこそいらっしゃいました。卓話よろしくお願いいたします。 

海野 宏幸 県議会議員小泉周司様、卓話宜しくお願いします。 

浦澤 精乗 小泉周司様、本日の卓話よろしくお願い致します。会員誕生日祝、ありがとうございます。 

大牟田弘文 
4 月 1 日と言えば「エイプリールフール」です。春の到来を祝うお祭りですので、楽しい気

持ちになるジョークをお願いします。 

桐嶋 健二 小泉県議会議員、卓話ありがとうございます。楽しみにしています。 

佐々木良一 小泉周司茨城県議会議員様、本日の卓話よろしくお願いします。 

佐藤 広道 妻の誕生日祝い、ありがとうございます。 

鶴田 哲男 小泉県議、お忙しい中ありがとうございます。 

中村 澄夫 小泉先生のご尽力に感謝して。 

 

 
茨城県議会議員の小泉周司様から、「在留外国人の状況と外国人支援施策について」と題し、茨城県にお

ける在留外国人に関する現状や支援施策などについて詳細にご紹介いただきました。 

県南、県西地域では当クラブの東海・那珂地域では想像できないほどに深刻さが増している状況など、会

員各位の在留外国人問題に対する認識を新たにすることができ、お陰様で大変有意義な卓話となりました。

ご多忙の中で貴重な時間を割いていただき誠にありがとうございました。 

    
小泉周司茨城県議                           卓話の様子 

 

  

◆ ニコニコボックス  

◆ 外部卓話 

 茨城県議会 小泉周司議員 
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  報告者：クラブ会報・公共イメージ 桐嶋 健二委員長 

 

４月は「環境月間」です。 

RI 会長メッセージでは、ロータリー財団の取り組み「ナイジェリアの家族の健康のための協力」に参加して

いた地域ヘルスワーカーが、助産師不在時に緊急で双子の出産に対応したというエピソードを披露し、「運で

はなく、準備こそが力」であり、奉仕とは試練に直面するずっと前から人と仕組みに投資することだと説いてい

ます。 

環境月間の特集記事は「日本から世界へ：未来の地球に送る希望の種」です。本記事では一人の財団奨

学生と新潟西ロータリークラブの「友情」から始まった「タイ北部・山火事防止プロジェクト」の軌跡と、志を継ぐ

子クラブ新潟万代ロータリークラブの挑戦、そして日本のクラブや地区が関わり、世界各地で芽吹き始めた

「環境」の奉仕事例が紹介されています。 

また、SPEECH の記事は皆さんご存じの女子プロレスラー長与千草さんによる「育てられる学び方」です。

自分の生い立ちから自社マーベラスの会社経営まで、少し変わった視点からの興味深いお話しだと思いまし

た。 

いずれの記事も興味深い内容になっていますので是非ご一読ください。 

 
 

次回例会 4 月 22 日（水）18：30～ 

親睦活動委員会：観桜例会（クリスタルパレス） 

例会を欠席する時は、必ず前日 12:00 までに事務局まで連絡のこと 

【クラブ会報・公共イメージ委員会】 

委員長 桐嶋健二／副委員長 石井秀明／委員 大牟田弘文 佐々木良一 原嶋俊彦 

 

◆ ロータリーの友 ４月号概要紹介  


